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令和６年３月定例会特集

　令和6年3月定例会は、２月16
日から３月14日まで行われまし
た。今定例会では、令和５年度
３月補正予算、令和６年度当初
予算などを中心に審議、議決し
ました。今回の特集では、志翔
会会派代表質問（会長・近内利
男議員）、市政一般質問（大河原
裕勝議員、薄井長広議員、伊藤
典夫議員、塩田義智議員）の概要、
令和6年度当初予算の主な内容
を中心に報告いたします。

令和６年３月定例会の概要

東部地域のまちづくりの方針につ
いて

問 東部地域には目立った開発がないが、今
回の市都市計画マスタープランの改訂に

おける、東部地域のまちづくりの方針は。

答 東部地域に位置する郡山駅東側地区にお
いては、医療・福祉・子育て支援施設な

ど都市機能の誘導について位置づけるととも
に、田村地域、西田地域など市街化調整区域
においては、主要幹線道路沿線における物流
施設等の立地や、既存集落内での土地利用の

検討について位置づけている。今後は、これ
らの方針に基づき都市機能誘導区域内での支
援制度の活用や「郡山市市街化調整区域地区
計画運用指針」の改定などにより、東部地域
において民間事業者による開発が更に促進さ
れるよう、各種制度の周知に努める。

学校編成や学区について

問 時代の変化や地域の要望に合わせ教育環
境を整備してきたように、適正規模の学

校編成や、学区の柔軟な運用も含めた見直し
についての見解は。

答 昨年11月に中田地区、12月に逢瀬地区
において、地域教育懇談会を開催し、今

後の学校のあり方について意見を伺った。逢
瀬地区においては、2026年4月に河内小学校
を多田野小学校に統合する要望書が提出され
ていることから、今後、統合に向けた協議を
丁寧に進めていく。今後、地域における児童
生徒数の推移を見極め、児童生徒や保護者、
地域の意見を伺いながら、子どもたちにより
良い学習環境が保障できることを第一に考
え、慎重に検討する。
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４月１日のリニューアルオープンに向けて急ピッチで作業を進める開成山公園



入札制度の在り方について

問 入札制度の在り方で、夢
と希望を持ち続けられる

ような街づくりを目指し、工
事の年間を通じた均一な発注
の取り組みについての見解
は。

答 本年３月１日に契約・予算担当である財
務部と工事発注部局の課長により組織す

る「郡山市公共工事の入札及び契約の適正化
に関する連絡会議」を設定し、全庁的な共通
認識のもと施工時期の平準化を推進し、事業
者の働き方改革を進めていく。

磐梯熱海温泉への支援について

問 国内はもとより、台湾などインバウンド
に対しても、磐梯熱海温泉をこれまで以

備に取り組んでいく。

ふくしま結婚子育て応援センター
との連携について

問「結婚世話やき人」活動の周知なども含
め、センター事業とのさらなる連携を進

めていただきたいと考えるが、見解は。

答 本市における「結婚世話やき人」の周知
や、婚活や子育てに関するセミナー等、

ふくしま結婚・子育て応援センターと相互に
連携した事業実施を図っていく。

小中学校の屋内運動場の
熱中症対策について

問 地球温暖化現象により、
本年も猛暑となる確率が

高いと予想されるが、屋内運
動場の熱中症対策として、エ
アコン・冷風機を導入し対策
が必要と思われるが、見解は。

伊藤　典夫

上にＰＲしていく必要があると考えるが、今
後の取り組みついての見解は。

答 こおりやま広域観光協会等関係団体と連
携し、磐梯熱海温泉を起点にした観光

ルートの造成や施設の充実を図り、SNSなど
観光DXを活用したPRに取り組み、持続可能
でウェルビーイングな観光地として磐梯熱海
温泉を支援していく。

公園への健康遊具設置について

問 公園愛護団体や町内会な
どの地区団体から、公園

に健康遊具を設置してほしい
との要望があった場合の対応
について伺う。

答 市内34箇所の都市公園に98基設置して
おり令和５年度については契約額約281

万円で香久池公園と若葉公園に合計４基の健
康遊具を設置している。
　今後においても地域住民の皆様の健康づく
りの場として気軽に運動できる公園の環境整

薄井　長広

大河原裕勝

３月定例会市政一般質問
要　旨

　志翔会一期議員メンバー（加藤漢太・伊藤典夫・薄井長広・大河原裕勝・本田豊栄）は、郡山市議会の同期の一期議員とともに、郡山
市内の課題と展望を研鑽する勉強会を不定期で開催しています。2024年１月17日には、西田町にある西田学園義務教育学校の視察研修を
実施しました。西田学園は「９年間の小中一貫教育により、地域と共に児童生徒一人ひとりの夢を叶える学校」を基本理念に掲げた、県
内初の義務教育学校です。
　議員たちは学校内を見学し授業の進め方や教育設備、児童生徒の
学習環境について深く理解を深めました。また、教育現場の実情を
直接見ることで、地域社会における教育の重要性とその課題につい
て、より具体的な視点を得ることができました。
　この視察研修を通じて、志翔会のメンバーたちは、地域の学び、地
域からの学びを互い話し合いました。教育現場が抱える課題と問題
点や改善が必要な領域を把握し、今後の活動につなげるべく「児童
生徒一人ひとりがそれぞれの能力を最大限に発揮できる教育環境の
整備、そして学校教育におけるICTの活用促進」などを議論しました。
　志翔会の活動は、単に議会内での提案や討論に留まらず、実際に
地域社会での変革を促すことを目指しています。今後も郡山市の未
来を見据え、地域のために積極的な活動を展開してまいります。市
民の皆様の期待に応えるべく、引き続き全力で取り組みます。

新人議員活動記2024

開成山公園

磐梯熱海温泉

健康遊具（若葉公園）

西田学園義務教育学校



答 児童生徒の安全を確保しながら、学びを
止めない方法を検討しなければならない

と考える。新年度は空調設備等の導入方法や
導入経費及び導入する場合の進め方を記載し
た「空調設備を設置する場合の基本的な考え
方」を策定する予定である。

旧小学校の取り壊しについて

問 湖南地区旧小学校の取り壊しについて、
今後のスケジュールや取り壊し後の維持

管理の考え方を、地域へ出向いて丁寧に説明
すべきと考えるが、見解は。

答 令和６年３月定例会に解体にかかる予算
５億1,143万９千円を計上し、まずは、

リングの推進等を働きかけるなど、子育て世
代の女性の就労環境の整備を図っていく。

高齢者の雇用の拡充について

問「生涯現役地域づくり環境整備事業」を活
用し、高齢者の雇用を活用すべきと考え

るが、見解は。

答 本市では、高齢者の就業機会の確保と社
会参加の促進に力を入れてきた。

　例として「郡山市高年齢者等就業支援団体
認定審査会条例」の制定（2017年、県内市
町村初）や、ハローワーク郡山に60歳以上を
対象とした「生涯現役支援コーナー」を設置
（2018年）するなど、高年齢者雇用を重点的
に支援している。
　現時点で国の「生涯現役地域づくり環境整
備事業」の活用は考えていないが、今後にお
いても、国等の動向を注視するとともに、経
済団体や関係機関と協奏のもと、高齢者の就
業機会の確保・拡大を図っていく。

2025年から旧赤津小学校、旧中野小学校を
解体に向け着手する予定である。なお、着工
前に、スケジュールや解体後の維持管理を含
め、丁寧に説明しながら進める。また、旧福
良小学校は2028年度以降に在り方を検討、
旧月形小学校は利活用に関心を示している団
体があることから、５月頃に公募を始める方
針である。

女性が就労継続しやすい環境の
整備について

問 民間企業に勤める女性が
出産後も就労継続しやす

い環境のため本市が進めてい
る取り組みは。

答 本市では、女性の就労継続など社会課題
の解決に取り組む女性起業者に対する伴

走支援や、融資の際の信用保証料の全額補助
を実施するなど、様々な支援を通し、誰もが
働きやすい環境づくりを図ってきた。
　今後においても福島労働局など関係機関と
連携のもと、ウェルビーイングの向上や、ギ
グワーク(単発・短時間の働き方)及びリスキ

塩田　義智

令和６年度当初予算の主な内容

■	子ども食堂キャラバン事業
	 130万円
　子ども食堂のない地区等で、子ども達への栄
養バランスの良い食事を提供し、健やかな成長
を促すとともに、地域住民に理解を深めていた
だくことで子ども食堂の新規開設を促進するこ
とを目的に、出張子ども食堂を実施します。

■	市立小・中学校・義務教育学校　
　の給食費を全額公費負担

16億353万円
　「子どもが安心して生まれ育つことができる
まち」の実現に向け、令和4年度第3学期から
実施している給食費全額公費負担を継続し、子
育て世帯の経済的負担軽減を図ります。

湖南小中学校体育館

旧中野小学校



編 集 後 記
　３月に入り、ようやく春を感じる季節です。今年は市制施行100周年。いろいろなイベントが盛沢山です。4月には市
民の皆様の憩いの場として、開成山公園も新しく生まれ変わります。ぜひ、お花見・散策においでください。

（伊藤　典夫）

お問い合わせ・ご意見は：〒 963-8601  郡山市朝日 1-23-7　志翔会　☎ 924-2536 へ
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■	市制施行日（９月１日）の
	 記念事業を実施
	 1,081万円
　市制施行日（9月1日）の節目の日に、
未来を担う若者が次の100年の新た
な歴史を作るきっかけとなる記念事
業を実施するとともに、市内外から
の多くの参加のもとで市制施行100
周年を祝う祝賀花火を打ち上げます。

■	未来へひらくスポーツ交流拠点	 	 	 30億6,058万円
　本市初のPFI事業として開成山地区体育施設の改修整備事業を確実に進め、開成山公園エリアの一体的な魅力向上に努めます。

■	ごみ削減プロジェクト	 	 	 1,248万円
　家庭で処理できる唯一の廃棄物「生ゴミ」の削減に取り組みます。


